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【【 登登 録録 申申 請請 受受 付付 開開 始始：： 令令和和３ 年年1 0 月月1 日日～】】

イ ン ボ イ ス 制 度 に つ い て

※インボイスとは、登録番号のほか、一定の事項が記載さ れた請求書や納品書その他これらに類するも のをいいます。

国国税税庁庁

◆お問合せ先
消 費 税 軽 減 税 率

電 話 相 談 セン タ ー

国税 庁ホームページ

（ h ttp s: //w w w .n ta .g o . jp ）の

「 インボイス制度特設サイト 」

をご 覧く ださ い。

詳 し く お 知 り に な り た い 方 は

【 】
【 受 付 時 間 】

0120 -20 5-55 3
9： 0 0 ～17： 0 0（ 土日祝除く ）　

フ リ ー
ダイ ヤル

登登録録申申請請はは、、 をを ごご利利用用いいたただだくく とと

手手続続ががススムムーーズズでですす。。

e-Ta x

29_ 東京交通新聞 H98.5m m×W 377.5m m

特 設 サイト へ

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

イイ ンンボボイイススをを 交交付付すするる

事事業業者者とと なな るる ににはは

事事前前にに登登録録申申請請がが必必要要でで すす！！

事事業業者者のの

みみななささ ままへへ 「 適適 格格 請請 求求 書書 等等 保保 存存 方方 式式 」
( い わ ゆ る イ ン ボ イ ス 制 度 ) が 導 入 さ れ ま す。

令 和5 年10 月1 日から 消費税の仕入税額控除の方式と し て

専 用 ダ イ ヤ ル

１

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

８
月
１
日
（
土
）
全
管
連
青
年
部
協
議
会
通
常
総
会（
青
森
）

８
月
20
日
（
木
）
第
３
２
３
回
理
事
会

８
月
26
日
（
水
）
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
富
山
）

９
月
16
日
（
水
）
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
高
知
）

10
月
１
日
（
木
）
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
岐
阜
）

年間購読料：2,500円

２０１５年（平成27年）８月１日（土曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第６８７号（　）

通
常
総
会
・
全
国
大
会
・
懇
親
会

３
～
６
面

水
道
整
備
促
進
全
国
決
起
集
会

２
面

平
成
二
十
七
年
度
登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習

５
面

平
成
二
十
七
年
国
土
交
通
大
臣
表
彰

６
面

第55回通常総会　平成2７年度全国大会
―  平成2７年７月８日・宇都宮市　―

４
議
案
を
原
案
ど
お
り
議
決

国
交
省
土
地
・
建
設
産
業
局

建
設
市
場
整
備
課
企
画
専
門
官

厚
労
省
健
康
局
水
道
課
長

福
田
栃
木
県
知
事

佐
藤
宇
都
宮
市
長

川
崎
水
道
議
連
会
長

ご
臨
席

国
土
交
通
省
の

仲
嶋
企
画
専
門
官

厚
生
労
働
省
の

宮
崎
水
道
課
長

挨拶を行う大澤会長

本
会
の
第
五
十
五
回
通
常

総
会
・
平
成
二
十
七
年
度
全

国
大
会
が
七
月
八
日
に
栃
木

県
宇
都
宮
市
の
ホ
テ
ル
東
日

本
宇
都
宮
に
お
い
て
、
国
土

交
通
省
土
地
・
建
設
産
業
局

建
設
市
場
整
備
課
の
仲
嶋
幹

雄
企
画
専
門
官
、
厚
生
労
働

会
長
に
大
澤
規
郎
氏
を
再
任自民党水道議連

水
道
議
連
会
長
の
川
崎
二
郎

衆
議
院
議
員
・
日
本
水
道
協

会
の
尾
﨑
勝
理
事
長
か
ら
来

賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

大
会
議
事
で
は
、
三
つ
の

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ

れ
た
。

大
会
終
了
後
、
地
元
主
催

に
よ
る
懇
親
会
で
は
、
宇
都

宮
名
物
で
あ
る
ジ
ャ
ズ
の
生

演
奏
を
楽
し
み
な
が
ら
の
会

食
が
行
わ
れ
た
。

翌
九
日
の
ゴ
ル
フ
大
会
、

一
泊
二
日
の
川
治
温
泉
の
記

念
旅
行
に
も
多
数
の
参
加
者

を
数
え
る
な
ど
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
総
会
・
大
会
及

び
関
連
行
事
は
、
全
て
の
行

事
を
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

本
総
会
・
大
会
等
の
開
催

に
当
た
っ
て
は
、
栃
木
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
の

黒
澤
会
長
を
は
じ
め
地
元
役

職
員
の
皆
様
並
び
に
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
関
係
各
位
に
ご
尽

力
を
頂
い
た
。（
詳
細
は
三

面
か
ら
六
面
に
掲
載
）

省
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
、

福
田
富
一
栃
木
県
知
事
、
佐

藤
栄
一
宇
都
宮
市
長
を
は
じ

め
多
数
の
来
賓
の
方
々
の
臨

席
の
も
と
、
全
国
の
本
会
会

員
団
体
及
び
賛
助
会
員
等
、

約
七
百
名
の
参
加
を
も
っ
て

執
り
行
わ
れ
た
。

総
会
に
お
い
て
は
、
四
つ

の
議
案
が
原
案
通
り
議
決
さ

れ
、
第
四
号
議
案
の
役
員
選

挙
の
件
で
は
第
二
十
九
期
の

理
事
九
十
五
名
、
監
事
六
名

が
選
任
さ
れ
た
。

新
役
員
に
よ
る
第
三
百
二

十
二
回
理
事
会
に
お
い
て
、

埼
玉
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
会
長
の
大
澤
規
郎
氏

が
会
長
に
再
任
さ
れ
た
。

全
国
大
会
に
お
い
て
は
、

開
催
地
代
表
挨
拶
と
し
て
、

栃
木
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
の
黒
澤
敏
男
会
長
の

歓
迎
の
挨
拶
、功
労
者
表
彰
、

国
土
交
通
大
臣
・
厚
生
労
働

省
健
康
局
長
・
福
田
栃
木
県

知
事
・
佐
藤
宇
都
宮
市
長
・

水
道
整
備
促
進
全
国
決
起
集
会

水
道
関
係
者
四
百
名
が
出
席

決
議
案
を
採
択
、
厚
労
副
大
臣
へ
手
渡
す

自
民
党
の

水
道
事
業
促

進
議
員
連
盟

（
川
崎
二
郎

会
長
）
が
主

催
す
る
「
水

道
整
備
促
進

全
国
決
起
集

平成27年度全国大会　スローガン決議
一、�実効的な災害ネットワークの構築で大規模災害に備えよう
一、�改正品確法で次世代の担い手を育成・確保しよう
一、水道の安心・安全の実現に向けて指定店制度の改善を目指そう

会
」
が
七
月
十
五
日
に
東

京
・
永
田
町
の
衆
議
院
第
一

議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
、
平

成
二
十
八
年
度
水
道
事
業
予

算
等
に
関
す
る
決
議
を
採
択

し
た
。

水
道
予
算
の
確
保
に
向
け

た
水
道
議
連
に
よ
る
初
め
て

の
決
起
集
会
は
、
日
本
水
道

協
会
、
日
本
簡
易
水
道
協
議

会
、
全
管
連
、
日
本
水
道
工

業
団
体
連
合
会
と
の
共
催

で
、
水
道
議
連
所
属
の
国
会

議
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、

四
百
名
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
川
崎
会
長
が
挨
拶
。「
平

成
十
一
年
以
降
、
三
千
億
円

近
く
あ
っ
た
水
道
予
算
が
毎

年
減
り
続
け
て
、
今
年
は

三
百
億
円
余
、
来
年
も
厳
し

永岡厚労副大臣に決議
文を手渡す川崎会長

い
状
況
。
財
政
状
況
を
理
由

に
施
設
の
更
新
・
耐
震
化
を

先
送
り
す
る
こ
と
は
、
国
や

地
方
の
将
来
を
損
な
う
こ

と
と
な
る
。
水
道
議
連
の

百
六
十
七
名
の
同
志
に
は
そ

の
こ
と
を
共
鳴
い
た
だ
い
て

い
る
。
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
、
こ
う
し
た
現
状
を
訴

え
、
十
二
月
の
予
算
編
成
ま

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」

と
水
道
界
一
体
と
な
っ
た
連

携
を
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
健
康

局
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
が

水
道
予
算
の
状
況
を
説
明
。

「
二
十
七
年
度
は
議
連
の
先

生
方
の
お
力
添
え
に
よ
り
当

初
予
算
が
五
十
億
円
増
え
た

が
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。

来
年
度
は
大
幅
な
予
算
確
保

を
お
願
い
し
た
い
。」
と
訴

え
た
。

決
議
文
は
、
集
会
に
出
席

し
た
永
岡
桂
子
厚
生
労
働
副

大
臣
に
川
崎
会
長
が
手
渡
し

た
。
最
後
は
集
会
の
成
果
を

期
し
、
田
村
憲
久
前
厚
生
労

働
大
臣
の
「
頑
張
ろ
う
」
コ

ー
ル
で
締
め
、
決
起
集
会
は

終
了
し
た
。

な
お
、
十
七
日
に
川
崎
会

長
及
び
盛
山
正
仁
幹
事
長
が

塩
崎
恭
久
厚
労
大
臣
、
財
務

省
主
計
局
、
自
民
党
・
稲
田

政
調
会
長
に
本
決
議
に
係
る

要
請
活
動
を
行
っ
た
。（
詳

細
は
二
面
参
照
）

改正品確法で次世代の担い手育成を推進

秋
の
叙
勲
・
国
家
褒
章
、
生
活
衛
生
事
業
功
労
者
水
道
関

係
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
等　

　

２
面

技
能
実
習
制
度
と
特
定
技
能
制
度
の
在
り
方　
　
　

３
面

第
61
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
開
催

４
、５
面

　

十
一
月
初
め
に
は
、
全
国

各
地
で
夏
日
が
続
出
し
、
東

京
の
都
心
で
は
最
高
気
温
を

百
年
ぶ
り
に
更
新
し
た
の
も

束
の
間
、
早
い
も
の
で
一
年

の
最
後
の
月
を
迎
え
た
。
光

陰
矢
の
如
し
、
古
の
人
は
よ

く
言
っ
た
も
の
だ
と
改
め
て

敬
服
す
る
。
▼
年
が
明
け
る

と
「
二
〇
二
四
年
問
題
」、

時
間
外
労
働
の
上
限
に
つ
い

て
建
設
、
運
輸
、
医
療
な
ど

に
対
し
て
例
外
的
に
認
め
ら

れ
て
い
た
猶
予
期
間
が
三
月

に
終
了
し
、
四
月
か
ら
上
限

規
制
が
適
用
さ
れ
る
。
働
き

方
改
革
の
一
環
と
し
て
労
働

基
準
法
が
改
正
さ
れ
、
時
間

外
労
働
の
上
限
が
法
律
に
規

定
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
建
設

業
界
で
は
従
前
よ
り
慢
性
的

な
人
材
不
足
と
高
齢
化
に
よ

る
退
職
な
ど
に
よ
り
、
長
時

間
労
働
の
常
態
化
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
上
限
規
制
に

よ
り
労
働
力
の
更
な
る
不
足

が
懸
念
さ
れ
る
。
▼
業
界
の

三
Ｋ
イ
メ
ー
ジ
を
更
に
払
拭

し
て
、
週
休
二
日
制
の
採
用

や
労
働
条
件
の
見
直
し
な
ど

労
働
環
境
を
改
善
し
、
若
手

人
材
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
外
国
人
技
能
労
働
者
の

受
入
れ
・
育
成
、
適
切
な
工

期
設
定
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
な
ど

Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
更
な
る
導
入

な
ど
生
産
性
の
向
上
へ
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

12
月
６
日
（
水
）
総
務
部
会

12
月
７
日
（
木
）
総
務
部
執
行
役
員
会
議

12
月
14
日
（
木
）
正
副
会
長
・
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
部
会
長
会
議

12
月
15
日
（
金
）
監
事
会

1
月
17
日
（
水
）
第
３
５
７
回
理
事
会
・
新
年
賀
詞
交
歓
会

〒170‐0004
東京都豊島区北大塚３－30－10
全管連会館　03（5981）8957

年間購読料：2,500円

上
水
道
・
簡
易
水
道
整
備
促
進
議
員

懇
話
会
が
政
策
要
望
懇
談
会
を
開
催
公明党

水
道
行
政
の
移
管
に
際
し
て
の
予
算
・

体
制
確
保
及
び
業
界
振
興
施
策
に
つ
い
て

全
管
連
よ
り
要
望

大口懇話会会長に要望書を手渡す
藤川全管連会長（中央左）

　

十
一
月
八
日
、
東
京
都
千

代
田
区
の
衆
議
院
第
一
議
員

会
館
に
お
い
て
、
公
明
党
上

水
道
・
簡
易
水
道
整
備
促
進

議
員
懇
話
会
（
会
長
・
大
口

善
德
衆
議
院
議
員
）
が
開
催

さ
れ
、
顧
問
の
古
屋
範
子
衆

　

厚
生
労
働
省
水
道
課
は
、

十
一
月
十
四
日
を
も
っ
て
、

「
令
和
四
年
度
重
要
給
水
施

設
の
設
定
及
び
当
該
施
設
に

至
る
管
路
の
耐
震
化
に
関
す

る
調
査
」
結
果
（
令
和
三
年

度
末
時
点
）
を
公
表
し
た
。

調
査
結
果
の
概
要
は
以
下
の

通
り
。
詳
細
は
同
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
下
さ
い
。

h
ttp
s://w

w
w
.m
h
lw
.

go.jp/stf/seisakunits�

u
ite
/b
u
n
ya/top

ics/

b
u
k
y
o
k
u
/
k
e
n
k
o
u
/

suido/taishin/index.�

htm
l

◇
基
幹
管
路
の
耐
震
化
状
況

　

導
水
管
や
送
水
管
及
び
配

水
本
管
な
ど
、「
基
幹
管
路
」

と
呼
ば
れ
る
水
道
管
の
耐
震

適
合
率
は
全
国
平
均
で
四

八
・
二
％
で
あ
り
、
令
和
二

年
度
末
時
点
（
四
八
・
〇
％
）

か
ら
〇
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
た
。

　

都
道
府
県
別
に
見
る
と
、

神
奈
川
県
七
九
％
、
愛
知
県

七
五
％
に
対
し
、
香
川
県
二

五
％
、
熊
本
県
二
六
％
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。

　

同
省
で
は
、
平
成
二
十
五

年
の
「
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

及
び
同
二
十
七
年
の
「
水
道

の
耐
震
化
計
画
等
策
定
指

針
」
に
お
い
て
も
、
重
要
給

水
施
設
管
路
の
耐
震
化
を
優

先
し
て
推
進
す
る
こ
と
を
掲

げ
て
お
り
、
ま
た
、
水
道
事

令和４年度

重
要
給
水
施
設
管
路
に
お
け
る
耐
震
化
の
状
況
を
公
表

基
幹
管
路
の

耐
震
適
合
率
は
全
国
平
均
48
・
２
％

厚労省

業
者
が
重
要
給
水
施
設
管
路

の
効
果
的
・
効
率
的
な
耐
震

化
計
画
を
容
易
に
策
定
で
き

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成

二
十
九
年
に
「
重
要
給
水
施

設
管
路
の
耐
震
化
計
画
策
定

の
手
引
き
」
を
策
定
し
て
い

る
。

議
院
議
員
（
党
副
代
表
）、

幹
事
長
の
横
山
信
一
参
議
院

議
員
を
は
じ
め
と
し
た
国
会

議
員
が
出
席
し
た
。

　

全
管
連
か
ら
は
藤
川
幸
造

会
長
（
富
山
県
連
会
長
）、

粕
谷
明
博
専
務
理
事
が
出
席

し
、
水
道
行
政
の
移
管
に
際

し
て
の
予
算
・
体
制
確
保
及

び
業
界
振
興
施
策
の
充
実
に

関
す
る
要
望
書
に
基
づ
き
要

望
事
項
を
述
べ
た
。

　

藤
川
会
長
は
「
管
工
事
業

界
で
は
、
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
の
問
題
、
適
正
な
工

期
設
定
と
利
潤
確
保
、
時
間

外
労
働
へ
の
対
応
等
、
様
々

な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
移
管
初
年
度
と
な
る

六
年
度
予
算
は
極
め
て
重
要

で
す
。
水
道
懇
話
会
の
先
生

方
に
は
、
予
算
や
人
員
の
十

分
な
確
保
な
ど
業
界
に
配
慮

し
た
支
援
・
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。」
と
延
べ
た
。

要
望
事
項
は
次
の
通
り
。

１
、
水
道
整
備
・
管
理
行
政

が
国
土
交
通
省
に
移
管
さ
れ

る
に
あ
た
り
、
水
道
事
業
が

抱
え
る
老
朽
化
や
耐
震
化
へ

の
対
応
、
災
害
発
生
時
に
お

け
る
早
急
な
復
旧
等
の
課
題

に
確
実
に
対
応
す
る
た
め
、

国
土
交
通
省
の
こ
れ
ま
で
の

予
算
に
厚
生
労
働
省
の
水
道

予
算
を
上
乗
せ
し
た
形
で
必

要
・
十
分
な
予
算
を
確
保
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
施
設
、
管
路

整
備
に
係
る
国
庫
補
助
金
の

交
付
対
象
と
な
る
地
方
公
共

団
体
の
範
囲
拡
大
と
補
助
率

の
引
上
げ
等
に
よ
り
地
方
公

共
団
体
の
取
組
加
速
化
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
、
管
工
事
業
者
が
存
続
し

続
け
、
災
害
時
に
も
活
躍
で

き
る
よ
う
平
常
時
か
ら
管
工

事
業
者
に
対
し
適
正
利
潤
、

適
正
工
期
に
配
慮
し
た
工
事

が
発
注
さ
れ
る
よ
う
関
係
者

に
対
す
る
指
導
を
始
め
と
す

る
諸
施
策
を
講
じ
て
頂
く
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
た
め
に
国
土

交
通
省
本
省
並
び
に
地
方
整

備
局
等
に
お
け
る
組
織
、
人

員
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
頂

く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

３
、
水
道
配
水
管
工
事
、
給

水
装
置
工
事
に
係
る
技
術

者
・
技
能
者
の
資
質
の
維
持

向
上
が
図
れ
る
よ
う
各
種
資

格
の
在
り
方
に
つ
い
て
下
水

道
分
野
の
資
格
と
も
対
比
し

つ
つ
検
討
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

４
、
水
道
配
水
管
工
事
に
携

わ
る
配
管
工
は
建
築
物
の
配

管
工
事
と
異
な
り
、
屋
外
の

労
働
条
件
の
厳
し
い
環
境
下

で
一
定
基
準
の
資
格
を
有
す

る
配
管
工
が
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
実
態
を
賃
金

に
反
映
さ
せ
る
べ
く
令
和
五

年
度
水
道
施
設
整
備
費
に
係

る
歩
掛
表
（
厚
生
労
働
省
）

に
お
い
て
『
配
管
工
の
労
務

単
価
は
、
当
面
の
間
、「
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
」
四

％
の
範
囲
内
で
加
算
し
た
額

を
使
用
す
る
』
と
決
定
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
の

水
道
事
業
体
が
、
こ
の
決
定

を
踏
ま
え
工
事
発
注
の
積
算

が
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
指
導
ご

支
援
い
た
だ
き
た
く
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
水
道

配
水
管
工
事
に
係
る
積
算
基

準
が
充
実
さ
れ
ま
す
よ
う
併

せ
て
ご
指
導
方
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

藤川会長は行政移管を踏まえ予算や人員
の十分な確保など業界に配慮した支援・
協力を要望した
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秋 の 叙 勲秋 の 叙 勲

長谷川健司氏

　
令
和
五
年
秋
の
叙
勲
受
章

者
が
十
一
月
三
日
付
で
発
表

さ
れ
、
三
百
三
名
が
受
章
の

栄
に
浴
し
た
。
本
会
関
係
で

は
、
五
名
が
受
章
さ
れ
た
。

　
国
土
交
通
省
関
係
の
伝
達

旭
日
双
光
章

松
本
　
正
美
氏

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
挙

行
さ
れ
、
斉
藤
鉄
夫
大
臣
が

伝
達
を
行
っ
た
。

　
受
章
さ
れ
た
本
会
関
係
者

の
方
々
の
略
歴
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
武
藤
氏
は
厚
生

労
働
省
関
係
で
受
章
）

○
旭
日
双
光
章

松
本
　
正
美
氏
（
全
管
連
推

薦
）

　
会
社
住
所
・
東
京
都
稲
城

市
、
全
国
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
理
事
、
東
京
都
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
副

会
長
、
三
多
摩
管
工
事
協
同

組
合
理
事
長
、（
有
）
タ
ル

ヤ
設
備
工
業
所
　
代
表
取
締

役
。

○
旭
日
小
綬
章

長
谷
川
　
健
司
氏

　
会
社
住
所
・
東
京
都
世
田

谷
区
、 

東
京
都
管
工
事
工
業

協
同
組
合
、管
清
工
業
（
株
）

瑞
宝
単
光
章

宮
田
　
民
人
氏

秋 の 褒 章秋 の 褒 章

岡
田
　
　
章
氏

黄
綬
褒
章

　
令
和
五
年
秋
の
国
家
褒
章

受
章
者
が
十
一
月
三
日
付
で

発
表
さ
れ
、
藍
綬
三
名
、
黄

綬
七
十
六
名
、
緑
綬
四
名
・

瑞
宝
単
光
章

山
地
　
明
男
氏

代
表
取
締
役
。

○
瑞
宝
単
光
章

宮
田
　
民
人
氏

　
会
社
住
所
・
秋
田
県
秋
田

市
、
秋
田
管
工
事
業
協
同
組

合
、
山
二
施
設
工
業
（
株
）

工
事
長
。

山
地
　
明
男
氏

　
会
社
住
所
・
香
川
県
丸
亀

市
、
丸
亀
市
上
下
水
道
工
事

業
協
同
組
合
、
山
野
設
備
工

業
（
株
） 

工
務
課
長
。

武
藤
　
　
守
氏
　

　
会
社
住
所
・
福
島
県
福
島

市
、
福
島
県
管
工
事
協
同
組

合
連
合
会
元
副
会
長
、
福
島

地
区
管
工
事
協
同
組
合
元
理

事
長
、（
有
）
武
藤
工
務
所

　
代
表
取
締
役
。

式
は
十
一
月
十

三
日
、
東
京
都

港
区
の
東
京
プ

の
栄
に
浴
し
た
。

　
管
工
事
業
の
業
務
精
励
の

功
績
に
よ
り
、
本
会
理
事
で

埼
玉
県
連
副
会
長
の
岡
田
　

章
氏
が
本
会
推
薦
に
よ
り
、

坂
東
　
利
仁
氏

黄
綬
褒
章

ま
た
本
会
元
理
事
で
和
歌
山

県
連
元
副
会
長
の
坂
東
利
仁

氏
の
二
名
が
黄
綬
褒
章
を
受

章
さ
れ
た
。

　
国
土
交
通
省
関
係
の
伝
達

式
は
十
一
月
九
日
、
東
京
都

千
代
田
区
の
同
省
に
お
い
て

挙
行
さ
れ
、
和
田
信
貴
事
務

次
官
が
伝
達
を
行
っ
た
。

叙勲伝達式

旭
日
小
綬
章

長
谷
川
　
健
司
氏

瑞
宝
単
光
章

武
藤
　
　
守
氏

松本正美氏

七
団
体
が
受
章

山地明男氏 宮田民人氏

武藤　守氏

坂東利仁氏

褒章伝達式

岡田　章氏
　
受
章
さ
れ
た
両
氏
の
略
歴

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
黄
綬
褒
章

岡
田
　
章
氏（
全
管
連
推
薦
）

　
会
社
住
所
・
埼
玉
県
深
谷

市
、
全
国
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
理
事
、
埼
玉
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
副

会
長
、
深
谷
市
指
定
水
道
工

事
店
協
同
組
合
理
事
、
セ
イ

フ
ル
（
株
）
取
締
役
会
長
。

坂
東
　
利
仁
氏

　
会
社
住
所
・
和
歌
山
県
和

歌
山
市
、
全
国
管
工
事
業
協

同
組
合
連
合
会
元
理
事
、
和

歌
山
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
元
副
会
長
、
和
歌
山

市
管
工
事
業
協
同
組
合
元
副

理
事
長
、
バ
ン
ド
ー
設
備
工

業
（
株
） 

取
締
役
会
長
。

令和５年度

　
令
和
五
年
度

生
活
衛
生
事
業

功
労
者
厚
生
労

働
大
臣
表
彰

（
水
道
関
係
功

労
者
）
の
表
彰

式
が
十
一
月
二

十
四
日
、
東
京

都
千
代
田
区
に

お
い
て
大
坪
寛

子
健
康
・
生
活

衛
生
局
長
、
名

倉
良
雄
水
道
課

長
臨
席
の
下
挙

行
さ
れ
、
本
会

五
十
嵐　

隆
氏
（
東
京
）
が
受
賞

生
活
衛
生
事
業
功
労
者

水
道
関
係　

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
式

五十嵐　隆氏

関
係
で
は
本
会
広
報
担
当
副

会
長
で
東
京
都
連
会
長
の
五

十
嵐
　
隆
氏
が
受
賞
さ
れ

た
。

　
受
賞
さ
れ
た
五
十
嵐
氏
の

略
歴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

五
十
嵐
　
隆
氏

　
全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
副
会
長
、
東
京
都
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
会

長
、
東
京
都
管
工
事
工
業
協

同
組
合
理
事
長
、
三
光
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
株
）　
代

表
取
締
役
。

令
和
５
年
度
全
管
連
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

支
部
長
会
議　

７
議
案
を
討
議

　
標
記
会
議
が
十
一
月
九

日
、
愛
知
県
名
古
屋
市
の
名

鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
四
十
一
名
が

出
席
し
た
。

　
当
日
討
議
さ
れ
た
議
事
は

以
下
の
と
お
り
。

一
、
各
支
部
提
出
議
題

　
①
働
き
方

改
革
関
連
法

案
の
完
全
実

施
に
伴
う
対

応（
岐
阜
県
）

②
人
材
（
若

手
）
不
足
の

解
決
策
（
三

重
県
）
③
国

土
交
通
省
へ

の
管
理
移
管

に
伴
う
経
費

率 

（
同
）
④

水
道
行
政
移
管
に
伴
う
管
工

事
業
界
へ
の
影
響 

（
静
岡

県
）
⑤
市
発
注
工
事
に
伴
う

残
土
処
分
地
の
確
保
（
同
）

⑥
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
の
更
新
（
同
）
⑦
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
開
始
に
伴
う
対
応

（
愛
知
県
）。

二
、
全
管
連
本
部
か
ら
の
説

明
事
項

　
①
働
き
方
改
革
関
連
法
案

の
完
全
実
施
に
伴
う
対
応
②

漫
画
「
命
の
水
物
語
」
等
③

水
道
施
設
整
備
費
に
係
る
歩

掛
表
に
係
る
全
管
連
の
主
な

要
望
と
結
果
④
給
水
装
置
工

事
主
任
技
術
者
に
関
す
る
制

度
⑤
建
設
発
生
土
の
搬
出
先

の
明
確
化
等
⑥
消
費
税
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
開
始
に
伴
う

本
会
の
対
応
。

　
優
秀
な
技
能
・
技
術
を
持

ち
、
後
進
の
指
導
・
育
成
等

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い

る
建
設
技
能
者
の
方
々
を
対

象
と
し
た
優
秀
施
工
者
を
顕

彰
す
る
令
和
五
年
度
優
秀
施

工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰
式

典
は
、
十
一
月
二
十
一
日
に

東
京
都
文
京
区
の
文
京
シ
ビ

・
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰

・
青
年
優
秀
施
工
者
不
動
産
・
建
設

　
経
済
局
長
顕
彰ッ

ク
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
堂

令和５年度

本
会
推
薦
の
８
名
が
受
賞

顕
彰
式
典

故
　
茂
副
大
臣
臨
席
の
下
、

挙
行
さ
れ
た
。

　「
優
秀
施
工
者
国
土
交
通

大
臣
顕
彰
（
建
設
マ
ス
タ

ー
）」
は
、
建
設
産
業
の
第

一
線
で
も
の
づ
く
り
に
直
接

従
事
し
て
い
る
建
設
技
能
者

の
中
か
ら
、
特
に
優
秀
な
技

日野　衛氏 高橋匡志氏

大石博之氏 小西雅樹氏

新木弘造氏

長尾　学氏

渡邉幸助氏 関東英二氏

能
・
技
術
を
持
ち
、
後
進
の

指
導
・
育
成
等
に
多
大
な
貢

献
を
し
て
い
る
技
能
者
を
顕

彰
す
る
も
の
で
、
第
三
十
二

回
目
と
な
る
今
年
度
は
四
百

五
十
九
名（
う
ち
女
性
七
名
）

が
顕
彰
さ
れ
た
。

　
一
方
、
若
年
技
能
者
に
対

す
る
顕
彰
制
度
「
青
年
優
秀

施
工
者
不
動
産
・
建
設
経
済

局
長
顕
彰
（
建
設
ジ
ュ
ニ
ア

マ
ス
タ
ー
）」
は
、「
優
秀
施

工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰

（
建
設
マ
ス
タ
ー
）」
に
達
す

る
ま
で
の
技
能
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
優

秀
な
青
年
技
能
者
を
顕
彰
す

る
も
の
で
、
国
土
交
通
省
が

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
実
施

し
て
お
り
、
第
九
回
目
の
顕

彰
と
な
る
今
回
は
、
百
二
十

一
名
（
う
ち
女
性
五
名
）
が

顕
彰
さ
れ
た
。

　
今
年
度
は
、
本
会
の
推
薦

に
よ
り
、
八
名
（
建
設
マ
ス

タ
ー
六
名
、
建
設
ジ
ュ
ニ
ア

マ
ス
タ
ー
二
名
）
の
方
々
が

顕
彰
さ
れ
た
。
顕
彰
さ
れ
た

方
々
の
略
歴
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大

臣
顕
彰
（
建
設
マ
ス
タ
ー
）

新
木
　
弘
造
氏

　
勤
務
先
住
所
地
・
石
川
県

金
沢
市
。
石
川
県
管
工
事
協

同
組
合
、（
株
）
加
田
設
備 

職
長
。

高
橋
　
匡
志
氏

　
勤
務
先
住
所
地
・
大
阪
府

大
阪
市
。
大
阪
市
管
工
設
備

協
同
組
合
、（
株
）
西
原
衛

生
工
業
所 

主
任
。

日
野
　
衛
氏

　
勤
務
先
住
所
地
・
広
島
県

福
山
市
。
福
山
管
工
事
協
同

組
合
、（
株
）
日
野
設
備 

代

表
取
締
役
。

長
尾
　
学
氏

　
勤
務
先
住
所
地
・
岡
山
県

新
見
市
。
協
同
組
合
岡
山
県

管
事
業
協
会
、（
株
）
三
備

電
業
社 

課
長
補
佐
。

小
西
　
雅
樹
氏

　
勤
務
先
住
所
地
・
岡
山
県

岡
山
市
。
協
同
組
合
岡
山
県

管
事
業
協
会
、（
株
）
中
央

設
備 

工
務
部
工
事
課 

係

長
。

大
石
　
博
之
氏

　
勤
務
先
住
所
地
・
高
知
県

高
知
市
。
高
知
市
管
工
事
設

備
業
協
同
組
合
、
昭
栄
設
備

工
業
（
株
） 

技
術
部
主
任
。

○
青
年
優
秀
施
工
者
不
動

産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰

（
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
）

関
東
　
英
二
氏

　
勤
務
先
住
所
地
・
山
形
県

山
形
市
。
山
形
市
管
工
事
協

同
組
合
、（
株
）
山
形
企
業 

職
長
。

渡
邉
　
幸
助
氏

　
勤
務
先
住
所
地
・
香
川
県

高
松
市
。
高
松
市
上
下
水
道

工
事
業
協
同
組
合
、（
株
）

三
渓
設
備 

課
長
。

　
式
典
に
先
立
ち
、
建
設
産

業
人
材
確
保
・
育
成
推
進
協

議
会
に
よ
る
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
「
私
た
ち
の
主
張
」
及
び

「
高
校
生
の
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
大
臣
賞
表
彰
式
が
国

土
交
通
省
に
て
行
わ
れ
、
式

典
で
は
受
賞
者
代
表
に
よ
る

作
品
発
表
も
行
わ
れ
た
。
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外
国
人
の
受
入
れ
に
関
す

る
政
府
の
有
識
者
会
議
は
、

去
る
十
月
十
八
日
、
現
行
の

技
能
実
習
制
度
を
発
展
的
に

解
消
し
、
人
手
不
足
分
野
に

お
け
る
人
材
確
保
と
人
材
育

成
を
目
的
と
す
る
新
た
な
制

度
の
創
設
に
向
け
、
最
終
報

告
書
の
た
た
き
台
を
と
り
ま

と
め
、
公
表
し
た
の
で
そ
の

概
要
を
紹
介
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
最
終
報
告
書

た
た
き
台
を
踏
ま
え
、
十
一

月
二
十
四
日
に
最
終
報
告
書

案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
技
能

実
習
に
代
わ
る
新
た
な
制
度

「
育
成
就
労
」
が
大
筋
で
了

承
さ
れ
た
。

　

制
度
全
般
の
最
新
情
報
に

つ
い
て
は
、
出
入
国
在
留
管

理
庁
の
下
記
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

h
ttp

s:/
/
w

w
w

.m
o
j.

g
o.jp

/isa/p
olicies/

p
olicies/0

3
_
0
0
0
0
1
.

htm
l

１
．
新
制
度
創
設
の
背
景

　

こ
れ
ま
で
技
能
実
習
制
度

は
、
人
材
育
成
を
通
じ
た
国

際
貢
献
を
掲
げ
る
制
度
目
的

と
労
働
力
と
し
て
活
用
さ
れ

る
実
態
に
、
大
き
な
乖
離
が

生
じ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
、
技
能
実
習
生

が
弱
い
立
場
に
置
か
れ
、
人

権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
国

際
的
に
批
判
を
受
け
た
こ
と

も
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。

２
．
新
制
度
（
最
終
報
告
書

た
た
き
台
）
の
ポ
イ
ン
ト

①
技
能
実
習
制
度
を
廃
止

し
、
新
制
度
は
、
未
熟
練
労

働
者
と
し
て
受
け
入
れ
た
外

国
人
を
基
本
三
年
の
在
留
期

間
終
了
ま
で
に
特
定
技
能
一

号
の
技
能
水
準
の
人
材
に
育

成
す
る
こ
と
を
目
指
す
制
度

と
す
る
。
な
お
、
現
行
の
特

定
技
能
制
度
は
、
適
正
化
を

図
っ
た
う
え
で
存
続
さ
れ

る
。

②
新
制
度
で
は
、
技
能
実
習

制
度
で
不
可
と
し
て
い
た
本

人
意
向
の
転
籍
を
元
の
就
労

先
と
同
じ
産
業
分
野
に
限
っ

て
認
め
る
緩
和
策
を
講
じ

る
。
こ
れ
ま
で
職
種
ご
と
に

受
け
入
れ
る
技
能
実
習
制
度

は
、
例
え
ば
「
配
管
」
の
技

能
実
習
生
は
配
管
以
外
の
仕

事
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
新
制
度
で
は
、
特
定
技

能
制
度
と
受
入
対
象
分
野
を

合
わ
せ
る
た
め
、
建
設
分
野

は
、
土
木
、
建
築
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
・
設
備
の
三
つ
の
業

務
区
分
内
で
円
滑
な
移
行
が

可
能
と
な
り
、
仕
事
の
範
囲

が
広
が
る
。

③
新
た
な
制
度
は
特
定
技
能

一
号
へ
の
移
行
を
目
指
す
も

の
で
あ
る
た
め
、
外
国
人
が

従
事
で
き
る
業
務
の
範
囲
に

つ
い
て
は
、
外
国
人
が
現
行

の
技
能
実
習
制
度
よ
り
も
幅

広
く
体
系
的
な
能
力
が
習
得

で
き
る
よ
う
、
特
定
技
能
の

業
務
区
分
と
同
一
と
し
つ

つ
、人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、

当
該
業
務
区
分
の
中
で
旧
得

す
べ
き
主
た
る
技
能
を
定
め

て
育
成
・
評
価
を
行
う
も
の

と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

④
在
留
期
間
満
了
前
に
受
験

し
た
特
定
技
能
一
号
試
験
等

に
不
合
格
と
な
っ
た
場
合
、

す
ぐ
に
帰
国
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
再
受
験
を
目
的
と
し

た
最
長
一
年
の
在
留
継
続
を

認
め
る
救
済
措
置
を
設
け

る
。

３
．
新
制
度
に
お
け
る
課
題

　

建
設
分
野
で
は
、
技
能
実

習
修
了
者
が
特
定
技
能
一
号

へ
移
行
す
る
場
合
、
こ
れ
ま

で
無
試
験
で
移
行
で
き
た

が
、
新
制
度
で
は
、
試
験
で

評
価
す
る
仕
組
み
を
導
入
す

る
方
向
性
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
合
格
条
件
は
、
①

技
能
検
定
三
級
等
又
は
特
定

技
能
一
号
評
価
試
験
合
格
、

②
日
本
語
能
力
試
験
Ｎ
４
合

格
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。（
別

添
参
考
資
料
参
照
。
な
お
、

詳
細
は
今
後
の
検
討
課
題
と

さ
れ
て
い
て
変
更
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
。）

　

ま
た
、
転
籍
は
、
同
一
企

業
で
の
就
労
期
間
が
一
年
超

な
ど
の
条
件
を
満
た
せ
ば
可

能
と
な
る
が
、
そ
の
一
方
、

同
一
分
野
の
よ
り
好
待
遇
の

企
業
や
大
都
市
圏
へ
人
材
が

流
れ
る
と
い
っ
た
懸
念
も
あ

る
。

４
．
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

最
終
報
告
書
が
年
内
に
ま

と
ま
っ
た
後
、
関
係
閣
僚
会

議
で
政
府
方
針
が
決
定
さ

れ
、
二
〇
二
四
年
の
通
常
国

会
で
新
制
度
を
法
制
化
す
る

見
通
し
。
こ
れ
を
受
け
て
、

建
設
分
野
を
所
管
す
る
国
土

交
通
省
に
お
い
て
、
新
制
度

の
運
用
に
向
け
た
検
討
が
進

め
ら
れ
る
。
引
き
続
き
注
視

し
、周
知
し
て
ま
い
り
た
い
。

―
政
府
有
識
者
会
議
よ
り
― 全管連

技
能
実
習
制
度
と
特
定
技
能

制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て

第
35
回
全
管
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議　

２
議
案
を
討
議

　

標
記
会
議
が
十
一
月
二
十

一
日
、
滋
賀
県
草
津
市
の
ホ

テ
ル
ボ
ス
ト
ン
プ
ラ
ザ
草
津

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
二
十

八
名
が
出
席
し
た
。

　

当
日
討
議
さ
れ
た
議
事
は

以
下
の
と
お
り
。

一
、
各
支
部
か
ら
の
提
案
事

項
①
事
業
継
承
、
技
術
継
承

へ
の
取
組
み
（
兵
庫
）
②
災

害
時
に
お
け
る
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
の
情
報
の
共
有
化
・
連
携

形
成
（
滋
賀
）。

二
、
全
管
連
本
部

か
ら
の
説
明
事
項

①
令
和
五
年
度
事

業
計
画
：
重
点
事

項
②
水
道
行
政
移

管
に
際
し
て
の
予

算
・
体
制
確
保
及

び
業
界
振
興
の
充

実
に
関
す
る
要
望

活
動
の
実
施
③
組

合
の
事
業
運
営
に

関
す
る
実
態
調
査

の
概
要
④
消
費
税
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
開
始
に
伴
う
本
会

の
対
応
⑤
漫
画
「
命
の
水
物

語
」
⑥
高
校
就
職
希
望
者
向

け
の
求
人
票
検
索
サ
ー
ビ
ス

「
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｙ

進
路
指
導

室
」
並
び
に
本
会
特
設
サ
イ

ト
活
用
⑦
給
水
装
置
工
事
申

込
様
式
等
の
標
準
化
に
向
け

た
調
査
報
告
書
（
栃
木
県
内

に
お
け
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
）
⑧
待
機
業
務
と
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
へ
の
注
意

点
⑨
水
道
メ
ー
タ
ユ
ニ
ッ
ト

に
係
る
お
知
ら
せ
⑩
地
震
等

緊
急
時
に
お
け
る
応
急
復
旧

工
事
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
。

　

標
記
会
議
が
十
一
月
二
十

七
日
、
高
知
県
高
知
市
の
城

西
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

四
十
名
が
出
席
し
た
。

　

当
日
の
議
題
及
び
討
議
さ

れ
た
各
県
支
部
提
案
議
題
は

以
下
の
と
お
り
。

一
、
議
案

①
令
和
四
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
承
認
②

第
38
回
全
管
連
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

８
議
案
を
討
議

令
和
五
年
度
事

業
計
画
（
案
）

並
び
に
収
支
予

算
（
案
）
承
認

二
、
各
県
支
部

提
案
議
題

①
地
方
自
治
体

と
の
防
災
協
定

（
徳
島
）
②
公

道
修
繕
工
事
に

お
け
る
時
間
外

の
待
機
料（
同
）

③
水
道
メ
ー
タ

ー
取
替
及
び
そ

の
管
理
費
の
計
上
（
香
川
）

④
入
札
案
件
と
業
務
委
託

（
同
）
⑤
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
現
状
（
愛

媛
）
⑥
表
彰
制
度
（
同
）
⑦

「
災
害
時
の
応
援
体
制
の
強

化
」
の
具
体
例
（
高
知
）
⑧

上
下
水
道
工
事
申
請
Ｄ
Ｘ
化

（
同
）。

三
、
全
管
連
本
部
か
ら
の
説

明
事
項

①
防
災
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
②

待
機
業
務
と
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
へ
の
注
意
点
③
組

合
の
事
業
運
営
に
関
す
る
実

態
調
査
の
概
要
④
配
水
管
工

事
の
入
札
状
況
等
⑤
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ　

自
治

体
工
事
で
導
入
拡
大
⑥
電
子

申
請
デ
ジ
タ
ル
化
（
Ｄ
Ｘ
）

の
ご
提
案
⑦
建
設
系
学
科
の

高
校
教
諭
か
ら
見
た
建
設

業
。
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・
石
井
悠
貴
選
手（
栃
木
）が
優
勝
、

�

厚
生
労
働
大
臣
賞
獲
得

・
女
性
技
能
者
４
名
、
現
役
高
校
生
５
名
参
加

　「
第
六
十
一
回
技
能
五
輪

全
国
大
会（
配
管
職
種
）」が
、

十
一
月
十
七
日
か
ら
二
十
日

ま
で
愛
知
県
常
滑
市
の
愛
知

県
国
際
展
示
場
で
三
十
一
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

競
技
標
準
時
間
は
六
時
間
十

分
（
打
切
時
間
七
時
間
）
で
、

当
日
公
表
さ
れ
た
別
掲
の
課

題
等
に
よ
り
配
管
組
立
て
作

業
に
取
り
組
ん
だ
。

　
競
技
終
了
後
、
公
開
水
圧

第
61
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
　
特
集

4

競技の様子次代を担う青年技能者たち

石井選手の優勝作品

（左から）視察に訪れた田畑裕明衆議院議員、
競技主査を務める渡邉弘幸氏

（左から）視察に訪れた穂刈泰男技術担当副会長、
中島誠照氏

第61回技能五輪全国大会「配管」職種　当日公表課題

審
査
、測
定
審
査
が
行
わ
れ
、

主
催
者
に
よ
る
成
績
会
議
に

お
い
て
入
賞
者
が
決
定
し
、

十
一
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ

た
閉
会
式
で
表
彰
さ
れ
た
。

（
入
賞
者
名
簿
は
五
面
参
照
）

　
優
勝
し
た
（
株
）
関
電
工

北
関
東
・
北
信
越
営
業
本
部

栃
木
支
店
の
石
井
悠
貴
選
手

に
は
厚
生
労
働
大
臣
賞
が
授

与
さ
れ
た
（
大
会
詳
細
は
全

管
連
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
月
号
に

掲
載
）。

　
な
お
本
会
で
は
、
主
催
者

か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
東

京
都
連
の
渡
邉
弘
幸
氏
を
競

技
主
査
、
林
部
純
一
郎
氏
を

競
技
委
員
と
し
て
課
題
作

成
、
競
技
実
施
運
営
、
採
点

審
査
等
を
行
っ
た
。併
せ
て
、

愛
知
県
連
、
東
京
都
連
の
青

年
部
よ
り
会
場
設
営
、
競
技

運
営
に
つ
い
て
競
技
補
佐
員

を
派
遣
し
て
頂
く
な
ど
全
面

的
な
ご
協
力
を
頂
い
た
。

　
本
大
会
に
は
、
全
四
十
一

職
種
の
競
技
に
千
十
名
の
選

手
が
参
加
し
た
。
次
回
の
第

六
十
二
回
技
能
五
輪
大
会
は

令
和
六
年
十
一
月
に
愛
知
県

で
開
催
さ
れ
る
予
定
。

◎
第
六
十
一
回
技
能
五
輪
全

国
大
会
入
賞
者
（
敬
称
略
）

金
賞
　
石
井
　
悠
貴
（
栃
木

県
・（
株
）
関
電
工
北
関
東
・

北
信
越
営
業
本
部
　
栃
木
支

店
）

銀
賞
　
小
林
　
信
人
（
東
京

都
・
西
原
工
事
（
株
））、
松

本
　
斗
我
（
東
京
都
・
西
原

工
事
（
株
））

敢
闘
賞
　
児
島
　
夢
弥
（
岡

山
県
・（
株
）中
央
設
備
）、鈴

木
　
真
斗（
岩
手
県
・（
株
）興

盛
工
業
所
　
岩
手
支
店
）、

高
橋
　
怜
冴（
島
根
県
・
島
根

電
工（
株
））、
山
崎
　
光（
新

潟
県
・（
株
）
千
代
田
設
備
）、

髙
橋
　
海
斗（
秋
田
県
・
山
二

施
設
工
業（
株
）横
手
支
店
）、

中
埜
　
歩
夢（
広
島
県
・
広
島

県
立
総
合
技
術
高
等
学
校
）

公開水圧審査の様子
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―　

在
校
生
・
教
諭
へ
技
能
検
定
試
験
二
回
分
の

　
　

練
習
用
管
材
料
を
提
供　

―

２級配管技能検定試験　材料提供先

３級配管技能検定試験　材料提供先

学
科
の
統
廃
合
に
よ
っ
て
会

員
校
の
減
少
が
進
ん
だ
。
そ

の
結
果
、
現
在
は
、
一
都
一

道
一
府
十
八
県
で
二
十
三
校

と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　

一
方
で
、
建
設
業
界
は
、

若
手
入
職
者
が
減
少
し
、
技

全
国
設
備
工
業
教
育
研
究
会

「
設
備
工
業
科
」
等
在
校
生
へ
の

技
能
資
格
取
得
を
本
会
が
応
援

術
者
、
技
能
者
の
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
業
界
の
将
来

の
担
い
手
と
な
る
若
年
技
術

者
、
技
能
者
の
確
保
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

◇
令
和
五
年
度
の
配
布
校
数

及
び
配
布
総
数

　

全
管
連
で
は
、
優
秀
な
若

手
技
術
者
、
技
能
者
の
確
保

の
観
点
か
ら
、
都
道
府
県
職

業
能
力
開
発
協
会
が
実
施
す

る
令
和
五
年
度
技
能
検
定

「
配
管
（
建
築
配
管
作
業
）」

を
受
検
す
る
全
国
設
備
工
業

教
育
研
究
会
会
員
校
「
設
備

工
業
科
」等
の
生
徒
に
対
し
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
二
回
分

の
練
習
用
管
材
料
を
提
供
し

た
。

　

全
国
設
備
工
業
教
育
研
究

会
（
略
称
・
全
設
研
、
会
員

二
十
三
校
）
は
、
公
立
工
業

高
等
学
校
の
設
備
工
業
科
な

ど
を
有
す
る
団
体
で
設
備
工

業
教
育
の
研
究
・
向
上
を
目

的
と
し
、
そ
の
会
員
校
の
卒

業
生
の
就
職
先
は
本
業
界
と

な
っ
て
い
る
。
ピ
ー
ク
時
に

は
会
員
校
が
四
十
一
校
と
な

っ
た
が
、
少
子
化
や
学
校
・

実習に励む生徒たち
（於：青森県立名久井農業高等学校）

　

二
級
：
十
校
、
七
十
二
名

　

三
級
：
十
四
校
、
百
五
十

七
名
。

（
参
考
）令
和
四
年
度
の
受
検

総
校
数
及
び
総
受
検
者
数

　

二
級
：
十
校
、
六
十
三
名

　

三
級
：
十
三
校
、
百
三
十

名
。

参
加
す
る
本
会
所
属
員
企
業
の

　

参
加
選
手
１
人
に
つ
き
５
万
円
を
助
成

第
62
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
に
お
け
る

配
管
職
種
参
加
選
手
所
属
企
業
へ
の

助
成
に
つ
い
て

　

全
管
連
で
は
業
界
団
体
と

し
て
、
技
能
五
輪
全
国
大
会

（
配
管
職
種
）
の
実
施
に
あ

た
り
、
そ
の
準
備
・
運
営
等

に
協
力
し
て
い
ま
す
が
、
配

管
技
能
の
向
上
・
継
承
、
後

継
技
能
者
の
確
保
・
育
成
等

に
つ
な
げ
る
た
め
、
技
能
大

会
へ
の
参
加
者
を
増
や
し
、

さ
ら
な
る
活
性
化
に
向
け
た

支
援
策
と
し
て
、
今
大
会
の

同
職
種
に
参
加
し
た
本
会
所

属
会
員
企
業
に
は
、
選
手
一

人
に
つ
き
一
律
五
万
円
の
助

成
を
行
い
、
会
員
組
合
を
通

し
て
参
加
企
業
に
お
渡
し
い

た
だ
き
ま
す
。

　

会
員
組
合
に
お
い
て
技

術
・
技
能
振
興
等
の
ア
ピ
ー

ル
等
有
効
に
ご
活
用
頂
け
る

と
共
に
、
多
数
の
組
合
員
の

ご
参
加
を
併
せ
て
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
、
次
年
度
の
第
六
十

二
回
技
能
五
輪
全
国
大
会

（
主
催
＝
厚
生
労
働
省
、
中

央
職
業
能
力
開
発
協
会
、
愛

知
県
（
予
定
））
が
、
国
土

交
通
省
等
の
後
援
の
も
と
、

令
和
六
年
十
一
月
に
愛
知
県

で
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ク
ボ
タ
ス
マ
ー
ト
水
道
工
事

シ
ス
テ
ム
「
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｒ
］
で
業
務
の
Ｄ

Ｘ
を
実
現
　（
株
）
ク
ボ
タ

　

本
会
賛
助
会
員
の
（
株
）

ク
ボ
タ
（
北
尾
裕
一
代
表
取

締
役
社
長
）
は
、
水
道
工
事

の
業
務
で
あ
る
配
管
設
計
か

ら
施
工
計
画
、
施
工
管
理
、

竣
工
図
書
作
成
ま
で
の
広
範

囲
な
業
務
デ
ー
タ
を
一
気
通

貫
で
連
携
す
る
シ
ス
テ
ム
と

し
て
は
日
本
初
の
サ
ー
ビ
ス

と
な
る
ク
ボ
タ
ス
マ
ー
ト
水

道
工
事
シ
ス
テ
ム
「
Ｐ
Ｉ
Ｐ

Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｒ
（
パ
イ

プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
）］
を
開

発
し
、
本
年
十
月
よ
り
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
て
い
る
。

　

な
お
詳
細
は
、
別
添
の
付

録
資
料
及
び
、本
会
機
関
誌
・

全
管
連
ジ
ャ
ー
ナ
ル
十
二
月

号
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

全
管
連
及
び
（
一
社
）
日

本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
、

日
本
配
管
工
事
業
団
体
連
合

会
の
三
団
体
は
、
十
一
月
一

日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
沖

縄
県
那
覇
市
の
那
覇
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
、
令
和

五
年
度
登
録
配
管
基
幹
技
能

者
講
習
（
第
二
回
前
期
登
録

講
習
）
を
実
施
し
た
。　

　

ま
た
当
日
は
、
本
会
の
阿

部
弘
之
技
術
参
与
が「
労
務
・

資
材
管
理
」の
講
義
を
行
い
、

二
十
四
名
が
受
講
し
た
。

　

講
習
最
終
日
に
は
、
講
習

考
査
試
験
が
行
わ
れ
、
そ
の

合
否
の
結
果
は
、
十
二
月
下

旬
に
発
表
さ
れ
る
。
試
験
に

合
格
し
た
修
了
者
に
は

「
登
録
配
管
基
幹
技
能
者

講
習
修
了
証
」
が
交
付
さ

れ
る
。

　

な
お
、
第
三
回
後
期
登

録
講
習
は
、
令
和
六
年
二

月
一
日
か
ら
二
月
三
日
に

東
京
都
小
平
市
の（
一
財
）

全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー

に
て
行
わ
れ
る
。

令
和
５
年
度
登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習

沖
縄
で
開
催

№ 学校名 科名 送付数
（セット数）

1 宮城県立白石
工業高等学校 設備工業科 ３

２ 栃木県立宇都宮
工業高等学校 環境設備科 ３

３ 埼玉県立浦和
工業高等学校 設備システム科 ３

4 新潟県立新潟
工業高等学校

建築科
建築設備コース 4

5 静岡県立掛川
工業高等学校 環境設備科 6

6 大阪府立布施
工科高等学校

建築設備系
設備システム専科 4

7 広島市立広島
工業高等学校 環境設備科 ２

8 熊本県立小川
工業高等学校 設備工業科 37

9 沖縄県立南部
工業高等学校

建築設備科
設備工学コース 5

10 沖縄県立美里
工業高等学校 設備工業科 5

合　　　計 72

№ 学校名 科名 送付数
（セット数）

1 青森県立むつ工業高等学校 設備・エネルギー科 16
２ 青森県立名久井農業高等学校 環境システム科 19
３ 岩手県立宮古商工高等学校 機械システム科 8
4 宮城県白石工業高等学校 設備工業科 5
5 秋田県立男鹿工業高等学校 設備システム科 11
6 栃木県立宇都宮工業高等学校 環境設備科 ２
7 埼玉県立浦和工業高等学校 設備システム科 7
8 神奈川県立藤沢工科高等学校 総合技術科住環境系 7
9 新潟県立新潟工業高等学校 建築科建築設備コース 25
10 静岡県立掛川工業高等学校 環境設備科 5
11 大阪府立布施工科高等学校 建築設備系設備システム専科 25
12 広島市立広島工業高等学校 環境設備科 5
13 沖縄県立南部工業高等学校 建築設備科設備工学コース 4
14 沖縄県立美里工業高等学校 設備工業科 18

合　　　計 157

順　位  都道府県名 選手氏名 所　属　先 所属組合名
（全管連会員）

金　賞 栃木県 石井　悠貴
㈱関電工北関東・
北信越営業本部
栃木支店

銀　賞

東京都 小林　信人 西原工事㈱

東京都 松本　斗我 西原工事㈱

敢闘賞 岡山県 児島　夢弥 ㈱中央設備 岡山

敢闘賞 岩手県 鈴木　真斗 ㈱興盛工業所
岩手支店 宮城県連

敢闘賞 島根県 高橋　怜冴 島根電工㈱

敢闘賞 新潟県 山崎　光 ㈱千代田設備 新潟県連

敢闘賞 秋田県 髙橋　海斗 山二施設工業㈱
横手支店 秋田県連

敢闘賞 広島県 中埜　歩夢 広島県立
総合技術高等学校
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※新型コロナウイルス感染症のり患による労働災害を除いたもの。
※令和３年～令和４年は確定値、令和５年１月～９月は速報値。

建設業における月別死亡災害発生状況（令和３年～令和５年）

1 全産業における労働災害発生状況（1月～９月・速報値）

死亡災害発生状況 休業４日以上の死傷災害発生状況

第三次産業
133人

（26.3%）

建設業
152人

（30.0%）

製造業
95人

（18.8%）

交通運輸事業
7人（1.4%）

港湾運送業　
4人（0.8%）

鉱業　
3人（0.6%）

農業、畜産・水産業
18人（3.6%）
林業
19人（3.8%）

陸上貨物運送事業
75人（14.8%）

死亡者数
506人

港湾運送業　
223人（0.3%）

第三次産業
44,230人
（50.4%）

建設業
9,543人
（10.9%）

陸上貨物
運送事業
10,878人
（12.4%）

製造業
17,950人
（20.5%）

鉱業
133人（0.2%）

農業、畜産・水産業
2,006人（2.3%）

交通運輸事業
2,014人（2.3%）

林業
784人（0.9%）

死傷者数
87,761人

令和５年の労働災害発生状況資料２

建設業における労働災害の発生状況（令和４年・確定値）資料１
※割合（％）の合計は端数処理上100％にならない場合があります。

。く除を害災亡死るすと因原の接直を災震大本日東、は年32成平 ：注
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昭和36年
6,712 
昭和36年
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ピークピーク

昭和36年
2,652
昭和36年
2,652

昭和47年
「労働安全衛生法」制定
昭和47年
「労働安全衛生法」制定

昭和39年
建災防設立
昭和39年
建災防設立
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建　設　業

全　産　業

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

死亡者数の推移（昭和33年～令和４年）

建
設
業
年
末
年
始
労
働
災
害

　
　

防
止
強
調
期
間
始
ま
る

︱
　
無
事
故
の
歳
末
　
明
る
い
正
月
　
︱

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
（
会
長
・
今
井
雅
則
氏
）

で
は
、
厚
生
労
働
省
・
国
土

交
通
省
の
後
援
に
よ
り
、
毎

年
、
十
二
月
一
日
か
ら
一
月

十
五
日
ま
で
の
期
間
を
「
建

設
業
年
末
年
始
労
働
災
害
防

止
強
調
期
間
」
と
定
め
、「
無

事
故
の
歳
末　

明
る
い
正

月
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

労
働
災
害
防
止
の
徹
底
を
図

る
運
動
を
展
開
す
る
。
詳
細

は
同
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
て
下
さ
い
。

　
h

t
t
p

s
:/

/
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建
設
業
に
お
け
る
労
働
災

害
は
、
会
員
各
位
を
は
じ
め

関
係
者
の
熱
意
と
日
々
の
自

主
的
な
労
働
災
害
防
止
活
動

令和５年度

十
三
人
で
前
年
よ
り
十
七
人

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
建
設
業
の
労
働
災

害
で
最
も
多
い
墜
落
・
転
落

災
害
に
よ
る
死
亡
者
数
は
五

十
六
人
と
前
年
よ
り
十
九
人

減
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

依
然
と
し
て
死
亡
災
害
の
約

三
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
で
は
、
全
国
各
地

で
発
生
し
て
い
る
台
風
や
豪

雨
な
ど
の
自
然
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
工
事
や
、
国
土

強
靱
化
を
実
現
す
る
た
め
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

迎
え
る
年
末
年
始
は
、
二
〇

二
四
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ

る
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

へ
の
対
応
を
含
め
た
働
き
方

改
革
の
推
進
、
慢
性
的
な
技

能
労
働
者
不
足
な
ど
の
影
響

も
あ
り
、
労
働
災
害
の
発
生

リ
ス
ク
の
高
ま
り
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
今
一
度
、
自
社
の
労
働

災
害
防
止
活
動
の
取
り
組
み

の
再
確
認
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、そ
の
一
環
と
し
て
、

本
年
策
定
し
た
第
九
次
建
設

業
労
働
災
害
防
止
計
画
の
重

点
事
項
を
踏
ま
え
、
店
社
及

び
現
場
で
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
確
実
な
実
施
と
そ

の
結
果
に
基
づ
く
リ
ス
ク
低

減
措
置
の
実
施
、「
建
設
業

労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
」（
ニ
ュ
ー
コ

ス
モ
ス
及
び
コ
ン
パ
ク
ト
コ

ス
モ
ス
）の
積
極
的
な
導
入
・

運
用
を
図
る
と
と
も
に
、
建

災
防
方
式
「
健
康
Ｋ
Ｙ
と
無

記
名
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」

の
実
施
及
び
建
災
防
方
式

「
新
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
」

を
活
用
し
た
労
働
災
害
防
止

対
策
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て

も
併
せ
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

会
員
各
位
を
は
じ
め
関
係

者
が
一
丸
と
な
っ
て
本
実
施

要
領
に
示
さ
れ
た
事
項
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
、「
無

事
故
の
歳
末　

明
る
い
正

月
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

無
事
故
・
無
災
害
で
新
し
い

年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

〇
重
点
事
項

１
経
営
ト
ッ
プ
等
に
よ
る
現

場
点
検
の
実
施

２
墜
落
・
転
落
災
害
の
防
止

３
建
設
機
械
・
ク
レ
ー
ン
等

災
害
の
防
止

４
倒
壊
・
崩
壊
災
害
の
防
止

５
交
通
労
働
災
害
の
防
止

６
火
災
・
爆
発
等
災
害
の
防

止７
転
倒
災
害
の
防
止

８
不
安
全
行
動
に
よ
る
災
害

の
防
止

９
公
衆
災
害
の
防
止

10
積
雪
・
雪
崩
災
害
の
防
止

11
職
業
性
疾
病
の
防
止

12
化
学
物
質
に
関
す
る
健
康

障
害
の
防
止

13
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の

推
進

14
健
康
確
保
対
策
の
推
進

15
作
業
所
閉
所
中
の
対
策

（建災防発行：令和５年度建設業年末年始労働災害防止強調期間実施要領より転載）

合
格
率
は
前
年
度
比
３
・
５
％
増

　

十
一
月
三
十
日
、（
公
財
）

給
水
工
事
技
術
振
興
財
団
と

厚
生
労
働
省
は
、
令
和
五
年

度
給
水
装
置
工
事
主
任
技
術

者
試
験
の
合
格
者
を
発
表
し

た
（
試
験
正
答
番
号
一
覧
及

び
合
格
者
の
受
験
番
号
は
同

財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.kyuukou.

or.jp

に
掲
載
）。

　

今
回
の
有
効
受
験
者
は
、

一
万
二
千
六
百
十
六
名
、
合

格
者
四
千
三
百
五
十
一
名

で
、
合
格
率
は
三
四
・
五
％

と
な
っ
た
。（
昨
年
度
は
三

一
・
〇
％
）。
試
験
結
果
の

通
知
書
は
、
合
否
に
か
か
わ

ら
ず
、
十
一
月
三
十
日
付
で

ハ
ガ
キ
（
親
展
）
に
て
受
験

者
宛
に
送
付
さ
れ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
合

格
基
準
は
次
の
と
お
り
。

１
、
配
点

　

一
題
に
つ
き
一
点
と
す

る
。（
必
須
六
科
目
計
四
十

点
、
全
科
目
計
六
十
点
。）

２
、
合
格
基
準

　

一
部
免
除
者
（
水
道
法
施

行
規
則
第
三
十
一
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
試
験
科
目
の
一

部
免
除
を
受
け
た
者
を
い

う
。）に
お
い
て
は
次
の（
１
）

及
び
（
３
）、非
免
除
者
（
全

科
目
を
受
験
し
た
者
を
い

う
。）に
お
い
て
は
次
の（
１
）

～
（
３
）
の
全
て
を
満
た
す

こ
と
と
す
る
。

（
１
）
必
須
六
科
目
（
公
衆

衛
生
概
論
、
水
道
行
政
、
給

水
装
置
工
事
法
、
給
水
装
置

の
構
造
及
び
性
能
、
給
水
装

置
計
画
論
、
給
水
装
置
工
事

事
務
論
）の
得
点
の
合
計
が
、

二
十
七
点
以
上
で
あ
る
こ

と
。

（
２
）
全
八
科
目
の
総
得
点

が
、
四
十
点
以
上
で
あ
る
こ

と
。

（
３
）
次
の
各
科
目
の
得
点

が
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
に
示
す

点
以
上
で
あ
る
こ
と
。

  

公
衆
衛
生
概
論
一
点
、
水

道
行
政
二
点
、
給
水
装
置
工

事
法
四
点
、
給
水
装
置
の
構

造
及
び
性
能
四
点
、
給
水
装

置
計
画
論
二
点
、
給
水
装
置

工
事
事
務
論
二
点
、
給
水
装

置
の
概
要
五
点
、
給
水
装
置

施
工
管
理
法
三
点
。

１
万
２
６
１
６
名
が
受
験

合
格
率
34
・
５
％
に　
　

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者
試
験

令和５年度

建
設
業
に
お
け
る
死
亡
者
数

は
百
五
十
二
人
で
前
年
よ
り

四
十
人
減
、
休
業
四
日
以
上

の
死
傷
者
数
は
九
千
五
百
四

に
よ
り
、
そ

の
発
生
件
数

は
長
期
的
に

減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

本
年
十
月
現

在
の
速
報
値

を
見
る
と
、

五
〇
〇
〇
円

（
消
費
税
・
送
料
込
）



◎
年
末
年
始
「
休
業
」
の

お
知
ら
せ

　

年
末
年
始
の
全
管
連
事

務
局
業
務
は
、
十
二
月
二

十
九
日
（
金
）
～
令
和
六

年
一
月
四
日
（
木
）
ま
で

休
業
い
た
し
ま
す
。

２０２３年（令和５年）12月１日（金曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第７８７号（７）
　

１
日　

下
水
道
事
業
促
進
全

国
大
会
が
午
後
一
時
三
十
分
よ

り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
砂
防

会
館
別
館
に
て
行
わ
れ
、
粕
谷

専
務
が
出
席
し
た
。

　

同
日　

令
和
五
年
度
登
録
配

管
基
幹
技
能
者
講
習
が
三
日
ま

で
、
沖
縄
県
那
覇
市
の
那
覇
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
て
行

わ
れ
、
阿
部
技
術
参
与
が
参
画

し
た
。

　

７
日　
（
一
社
）
建
設
技
能

人
材
機
構
の
事
業
部
情
報
共
有

会（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）が
七
日
、十
四
日
、

二
十
一
日
、
二
十
八
日
の
午
前

九
時
三
十
分
よ
り
行
わ
れ
、
仲

村
主
任
が
出
席
し
た
。

　

同
日　

全
管
連
青
年
部
協
議

会
の
総
務
部
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）
が

午
後
六
時
よ
り
行
わ
れ
、
佐
藤

次
長
、依
田
主
任
が
出
席
し
た
。

　

８
日　

公
明
党
上
水
道
・
簡

易
水
道
問
題
議
員
懇
話
会
が
午

前
十
一
時
十
五
分
よ
り
、
東
京

都
千
代
田
区
の
衆
議
院
第
一
会

館
に
て
行
わ
れ
、
藤
川
会
長
、

粕
谷
専
務
、
鈴
木
課
長
、
松
本

調
査
役
が
出
席
し
た
。

　

同
日　

第
六
十
一
回
技
能
五

輪
全
国
大
会
競
技
委
員
会
第
九

回
「
配
管
分
科
会
」
が
午
後
二

時
よ
り
、
東
京
都
豊
島
区
の
全

管
連
会
館
に
て
行
わ
れ
、
渡
邉

弘
幸
氏
、
林
部
純
一
郎
氏
、
依

田
主
任
、
仲
村
主
任
が
出
席
し

た
。

　

９
日　

国
土
交
通
省
関
係
の

令
和
五
年
秋
の
褒
章
伝
達
式
は

午
前
十
一
時
二
十
分
よ
り
、
東

京
都
千
代
田
区
の
同
省
に
て
行

わ
れ
、
上
田
局
長
、
吉
田
職
員

が
受
章
者
の
方
々
を
出
迎
え

た
。

　

同
日　

令
和
五
年
度
全
管
連

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
会
議
が

午
後
三
時
よ
り
、
愛
知
県
名
古

屋
市
の
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

に
て
行
わ
れ
、
藤
川
会
長
、
篠

野
理
事
・
総
務
部
会
長
、
粕
谷

専
務
、阿
蘇
主
任
が
出
席
し
た
。

　

同
日　

登
録
配
管
基
幹
技
能

者
講
習
令
和
五
年
度
第
八
回
運

営
委
員
会
が
午
後
三
時
よ
り
、

東
京
都
中
央
区
の
空
衛
会
館
に

て
行
わ
れ
、
安
田
技
術
参
与
、

阿
部
技
術
参
与
、
仲
村
主
任
が

出
席
し
た
。

　

同
日　

令
和

五
年
度
第
一
回

木
造
家
屋
等
建

築
工
事
安
全
対

策
委
員
会
合
同

委
員
会
が
午
後

三
時
三
十
分
よ
り
、
東
京
都
港

区
の
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
田
町

に
て
行
わ
れ
、
和
田
総
務
担
当

副
会
長
が
出
席
し
た
。

　

13
日　

国
土
交
通
省
関
係
の

令
和
五
年
秋
の
叙
勲
伝
達
式
が

午
前
十
時
五
十
分
よ
り
、
東
京

都
港
区
の
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
に
て
行
わ
れ
、
上
田
局
長
、

阿
蘇
主
任
が
受
章
者
の
方
々
を

出
迎
え
た
。

　

14
日　

第
四
十
三
回
事
業
部

会
が
午
後
四
時
よ
り
、
福
岡
県

福
岡
市
の
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

福
岡
中
央
支
店
ビ
ル
に
て
行
わ

れ
た
。
出
席
者
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
藤
副
会
長
、
坂
本
部

会
長
、
北
野
副
部
会
長
、
後
閑

委
員
、
星
野
委
員
、
梅
井
委
員
、

冨
田
委
員
、
原
田
委
員
、
粕
谷

専
務
、
事
務
局
・
鈴
木
課
長
、

松
本
調
査
役
、
依
田
主
任
。

　

同
日　

札
幌
市
管
工
事
業
協

同
組
合
の
設
立
五
十
周
年
記
念

式
典
・
祝
賀
会
が
午
後
五
時
よ

り
、
北
海
道
同
市
の
札
幌
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
に
て
行
わ
れ
、
上
田

局
長
が
出
席
し
た
。

　

17
日　

第
六
十
一
回
技
能
五

輪
全
国
大
会
が
二
十
日
ま
で
、

愛
知
県
常
滑
市
の
愛
知
県
国
際

展
示
場
に
て
行
わ
れ
、
渡
邉
弘

幸
氏
、
林
部
純
一
郎
氏
、
依
田

主
任
、
仲
村
主
任
、
吉
田
職
員

が
参
画
し
、
穂
刈
技
術
担
当
副

会
長
が
視
察
し
た
。

　

同
日　

全
管

連
青
年
部
協
議

会
の
事
業
部
Ｗ

Ｅ
Ｂ
会
議
が
午

後
六
時
よ
り
行

わ
れ
、
佐
藤
次

長
、
依
田
主
任
が
出
席
し
た
。

　

21
日　

令
和
五
年
度
優
秀
施

工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰
式
典

が
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
東

京
都
文
京
区
の
文
京
シ
ビ
ッ
ク

ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
、
阿
蘇
主

任
が
受
賞
者
の
方
々
を
出
迎
え

た
。

　

同
日　

第
三
十
五
回
全
管
連

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
午
後
三

時
よ
り
、
滋
賀
県
草
津
市
の
ホ

テ
ル
ボ
ス
ト
ン
プ
ラ
ザ
草
津
び

わ
湖
に
て
行
わ
れ
、藤
川
会
長
、

篠
野
理
事
・
総
務
部
会
長
、
粕

谷
専
務
、
上
田
局
長
が
出
席
し

た
。

　

25
日　

全
管
連
青
年
部
協
議

会
の
正
副
会
長
・
部
会
長
会
議

が
午
前
九
時
よ
り
、
第
百
三
十

九
回
理
事
会
が
午
後
一
時
よ

り
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
の
埼

玉
県
管
工
事
会
館
に
て
行
わ

れ
、
佐
藤
次
長
、
依
田
主
任
が

出
席
し
た
。

　

27
日　

中
央
職
業
能
力
開
発

協
会
の
中
央
技
能
検
定
委
員
会

が
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
東

京
都
新
宿
区
の
同
会
に
て
行
わ

れ
、
渡
邉
弘
幸
氏
、
林
部
純
一

郎
氏
が
出
席
し
た
。

　

同
日　

第
三
十
八
回
全
管
連

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
午
後
三

時
よ
り
、
高
知
県
高
知
市
の
城

西
館
に
て
行
わ
れ
、藤
川
会
長
、

篠
野
理
事
・
総
務
部
会
長
、
粕

谷
専
務
、
吉
田
職
員
が
出
席
し

た
。

　

30
日　

令
和
五
年
度
職
業
能

力
開
発
関
係
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
式
が
午
後
一
時
三
十
分
よ

り
、
東
京
都
港
区
の
明
治
記
念

館
に
て
行
わ
れ
、
佐
藤
次
長
が

受
賞
者
の
方
々
を
出
迎
え
た
。

　

同
日　

第
四
十
三
回
経
営
部

会
が
午
後
二
時
よ
り
、
広
島
県

広
島
市
の
広
島
市
指
定
上
下
水

道
工
事
業
協
同
組
合
に
て
行
わ

れ
た
。
出
席
者
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　

藤
川
会
長
、
馬
場
副
会
長
、

高
原
部
会
長
、小
柳
副
部
会
長
、

荒
川
副
部
会
長
、
中
村
委
員
、

藤
田
委
員
、
近
藤
委
員
、
市
原

委
員
、
酒
井
委
員
、
前
田
委
員
、

粕
谷
専
務
、
事
務
局
・
上
田
局

長
、
松
本
調
査
役
、
吉
田
職
員
。

11月

全
管
連
の
う
ご
き

た
。
当
日
は
、（
１
）
令
和

五
年
度
事
業
①
建
設
キ
ャ
リ

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
②
特
定
技

能
外
国
人
制
度
③
建
設
業
の

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
へ

の
対
応
④
若
年
者
へ
の
業
界

Ｐ
Ｒ
及
び
入
職
促
進
の
た
め

の
ツ
ー
ル
⑤
中
央
建
設
業
審

議
会
・
社
会
資
本
整
備
審
議

会
基
本
問
題
小
委
員
会
中
間

と
り
ま
と
め
（
２
）
令
和
六

年
度
事
業
計
画
（
案
）
①
所

属
員
企
業
の
経
営
に
関
す
る

実
態
調
査
②
高
校
生
の
新
卒

者
向
け
求
人
の
Ｉ
Ｔ
の
活
用

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

ま
た
、
同
組
合
に
よ
る
事
例

発
表
「
本
部
事
務
所
建
替
え

事
業
（
創
立
六
十
年
記
念
）

等
に
つ
い
て
」が
行
わ
れ
た
。

「
建
設
業
の
一
人
親
方
の
働
き

方
に
関
す
る
調
査
」（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

を
実
施
中

札
幌
市
管
工
事
業
協
同
組
合

設
立
50
周
年
記
念
式
典
・
祝

賀
会
を
挙
行

　

札
幌
市
管
工
事
業
協
同
組

合
（
北
海
道
連
会
員
、
理
事

長
・
引
田　

安
氏
）
は
、
十

一
月
十
四
日
、
同
市
の
札
幌

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
設
立
五

十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

を
挙
行
し
た
。

　

式
典
に
は
、
札
幌
市
水
道

局
の
佐
々
木
康
之
水
道
事
業

管
理
者
を
は
じ
め
と
す
る
来

賓
や
関
係
団
体
等
地
元
来
賓

第
３
５
７
回
理
事
会
・

新
年
賀
詞
交
歓
会
を

来
年
１
月
17
日
に
開
催
へ

　　

全
管
連
は
、
令
和
六
年
一

月
十
七
日
（
水
）
に
東
京
都

港
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
で
第
三
百
五
十
七
回
理
事

会
・
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開

会
し
ま
す
。
賀
詞
交
歓
会
で

は
、厚
生
労
働
大
臣
表
彰（
水

道
関
係
功
労
者
）
授
与
式
も

行
わ
れ
ま
す
。

１
、
日
時

　

令
和
六
年
一
月
十
七
日

（
水
）　

理
事
会　

午
後
一
時

三
十
分
～
午
後
二
時
三
十

分
、
新
年
賀
詞
交
歓
会　

午

後
三
時
～
午
後
五
時（
予
定
）

２
、
場
所

　

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
・

ア
ネ
ッ
ク
ス
タ
ワ
ー
五
階

「〈
理
事
会
〉
プ
リ
ン
ス
ホ
ー

ル　

石
鎚
・
霧
島
」、「〈
新

年
賀
詞
交
歓
会
〉
プ
リ
ン
ス

ホ
ー
ル　

立
山
・
大
山
」（
東

京
都
港
区
高
輪
四
―
一
〇

―
三
〇
、
電
話
〇
三
―
三

四
四
〇
―
一
一
一
一
）。

第
57
回
事
務
局
研
修
会
を

２
月
９
日
に
開
催
予
定

　　

全
管
連
は
、
令
和
六
年
二

月
九
日
（
金
）
に
東
京
都
港

区
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

で
第
五
十
七
回
事
務
局
研
修

会
を
開
催
予
定
で
す
。

　

研
修
会
で
は
事
例
の
発
表

等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。　

組
合
事
務
局
職
員
の
多
数
の

出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
、
日
時

　

令
和
六
年
二
月
九
日（
金
）

午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
五

時
（
予
定
）。

２
、
場
所

　

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
・

メ
イ
ン
タ
ワ
ー
（
東
京
都
港

区
高
輪
四
―
一
〇
―
三
〇
、

電
話
〇
三
―
三
四
四
〇
―

一
一
一
一
）。

第
43
回
事
業
部
会
を
開
催

務
費
②
令
和
四
年
度
の
制
度

推
進
と
損
害
率
の
状
況
、
並

び
に
今
後
の
制
度
推
進
２
）

法
定
外
労
働
災
害
補
償
制

度
、
傷
害
総
合
補
償
制
度
に

つ
い
て
（
２
）
全
管
連
・
保

険
補
償
制
度
拡
充
の
提
案
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

第
43
回
経
営
部
会
を
開
催

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

回
答
に
つ
き
ま
し
て
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
、
回
答
方
法　

本
調
査
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
（https://

w
w

w
.a

r
i.c

o
.jp

/

h
it

o
r
io

y
a

k
a

t
a

/
chousa/

）
を
ご
確
認
の
う

え
、
画
面
の
手
順
に
従
っ
て

入
力
・
送
信
。

２
、
回
答
期
限　

令
和
五
年

十
二
月
十
八
日
（
月
）
十
七

時
。

３
、
調
査
対
象　

建
設
業
の

一
人
親
方
。

※
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
な

い
個
人
事
業
主
の
方
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

４
、
そ
の
他　

・
調
査
結
果
は
当
該
目
的
の

み
に
使
用
し
ま
す
。
回
答
内

容
に
よ
り
、
建
設
業
法
等
の

関
係
法
令
に
基
づ
く
監
督
処

分
や
行
政
指
導
、
立
入
検
査

等
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・
設
問
の
大
半
は
選
択
肢
形

式
で
回
答
い
た
だ
け
ま
す
。

・
今
回
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
用
し
た
回
答
方
法
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
お
手
数
で

す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
し
た
パ
ソ
コ
ン
等
を
ご

使
用
の
う
え
、
可
能
な
範
囲

で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

５
、
問
合
せ
先　

ア
ン
ケ
ー

ト
事
務
局　

電
話
〇
一
二
〇

―
二
〇
二
―
五
〇
四
（
平
日

十
時
～
十
七
時
。
受
付
期
間 

～
十
二
月
十
八
日
（
月
）
十

七
時
）。

年
末
年
始
に
お
け
る
年
次
有

給
休
暇
取
得
促
進
に
つ
い
て

�

厚
生
労
働
省

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
十
月

の
「
年
次
有
給
休
暇
取
得
促

進
期
間
」
に
続
き
、
こ
の
年

末
年
始
に
お
け
る
年
次
有
給

休
暇
の
取
得
促
進
の
機
運
を

醸
成
す
る
た
め
の
取
組
と
し

て
、
働
き
方
・
休
み
方
の
見

直
し
を
促
す
ポ
ス
タ
ー
及
び

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

広
報
、
労
使
に
対
す
る
働
き

か
け
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
年
次
有
給
休
暇
取
得
促
進

特
設
サ
イ
ト

　

h
t
t
p

s
:/

/
w

o
r
k

-

holiday.m
hlw

.go.jp/

kyuuka-sokushin/

・
回
答
期
限
12
月
18
日
（
月
）

　

国
土
交
通
省
で
は
、
こ
の

度
、
建
設
業
界
に
お
け
る
、

一
人
親
方
の
適
正
な
働
き
方

に
向
け
た
取
組
の
進
捗
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、「
建
設

業
の
社
会
保
険
の
加
入
に
関

す
る
下
請
指
導
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
令
和
四
年
度
改
訂
施

行
）」
で
示
さ
れ
た
、
令
和

八
年
度
以
降
の
「
適
正
で
な

い
一
人
親
方
」
の
目
安
の
策

定
お
よ
び
令
和
五
年
度
末
を

目
途
に
示
す
一
定
の
道
筋
等

に
関
し
て
検
討
す
る
基
礎
資

料
を
作
成
す
る
た
め
、
建
設

業
の
一
人
親
方
本
人
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
概
要
は
以
下
の
通

り
で
す
。
詳
し
く
は
本
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
・
新
着
ト
ピ
ッ

ク
ス（
十
一
月
十
四
日
付
け
）

が
多
数
出
席
さ
れ
た
。

　

同
組
合
は
昭
和
四
十
八
年

に
設
立
さ
れ
、
現
在
は
所
属

員
数
百
七
十
一
社
を
擁
し
て

い
る
。
特
に
、
災
害
対
応
と

し
て
、
平
成
十
三
年
に
札
幌

市
水
道
局
と
「「
大
規
模
災

害
時
に
お
け
る
水
道
の
応
急

給
水
・
応
急
復
旧
に
関
す
る

協
定
書
」を
締
結（
同
二
十
年

に
改
訂
し
新
た
に
締
結
）し
、

熊
本
地
震
や
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
等
の
災
害
時
に
お
い

て
、
協
定
に
基
づ
く
復
旧
作

業
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
社

会
生
活
に
不
可
欠
な
水
道
の

復
旧
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

祝
賀
会
は
、
元
北
海
道
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
投
手

の
岩
本　

勉
氏
が
司
会
を
務

め
た
ほ
か
、
マ
グ
ロ
の
解
体

シ
ョ
ー
等
も
行
わ
れ
、
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　

標
記
部
会
が
十
一
月
十
四

日
、
福
岡
県
福
岡
市
の
損
害

保
険
ジ
ャ
パ
ン
福
岡
中
央
支

店
ビ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、（
１
）
令
和
五

年
度
事
業
１
）
管
工
事
賠
償

補
償
制
度
①
制
度
運
営
費
の

配
賦
割
合
及
び
制
度
推
進
事

　

標
記
委
員
会
が
十
一
月
三

十
日
、
広
島
県
広
島
市
の
広

島
市
指
定
上
下
水
道
工
事
業

協
同
組
合
に
て
開
催
さ
れ
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    静岡県富士宮市根原４９２－８ 

       ＴＥＬ ０５４４ - ５２ - ０９６８  

         ＦＡＸ ０５４４ - ５２ - １３３６ 

①①格格安安のの費費用用  
  

  

  

  
  

  

  

派派遣遣事事業業主主にに対対しし、、助助

成成金金がが支支給給さされれまますす。。  

②②   
  

  

  

  
  

  

  

業業界界ニニーーズズにに対対応応ししたた

カカリリキキュュララムムでですす。。  

③③   
  

  

  

  
  

  

  

④④   
  

  

  

  
  

  

  

教
育
訓
練
制
度
ご
案
内　
　
　

　
　
　
　
　

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
は
、
建
設
現

場
で
直
接「
も
の
づ
く
り
」に
携
わ
る
建
設

専
門
工
事
会
社
、
設
備
会
社
、
建
設
関
連

業
団
体（
建
設
専
門
業
団
体
）等
が
、 

優
れ

た
も
の
づ
く
り
は
ま
ず「
人
づ
く
り
」か
ら

と
強
い
信
念
の
元
、
関
係
官
公
庁
及
び
諸

団
体
の
ご
協
力
を
得
て
開
校
し
た
、
建
設

技
術
者
・
技
能
者
の
教
育
訓
練
施
設
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
行
う
教
育
訓
練
は
単
な

る
職
業
訓
練
や
教
室
で
の
学
習
、
勉
強
で

は
な
く
、
現
場
に
即
し
た
技
術
・
技
能
は

も
ち
ろ
ん
、
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
教

育
も
行
う
「
人
づ
く
り
」
プ
ラ
ン
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
し
て
下
さ
い
。http://w

w
w

.

fuji-kkc.ac.jp/

◎
お
問
い
合
わ
せ　

富
士
教
育
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
静
岡
県
富
士
宮
市
根
原
四
九
二
︱

八
、電
話
〇
五
四
四
︱
五
二
︱
〇
九
六
八
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
制
度
は
、
全
管
連
会
員

の
皆
さ
ま
が
業
務
中
ま
た
は

工
事
完
成
後
に
発
生
し
た
賠

償
事
故
を
包
括
的
に
補
償
す

る
事
が
で
き
る
保
険
制
度
で

す
。
そ
し
て
、
全
管
連
の
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

た
低
廉
な
掛
金
水
準
に
な
っ

て
い
ま
す
。
全
管
連
会
員
企

業
の
安
定
経
営
に
貢
献
で
き

る
制
度
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

加
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ト
ピ
ッ
ク
】

　

二
〇
二
三
年
十
一
月
の
制

度
更
新
に
あ
わ
せ
て
、
オ
プ

シ
ョ
ン
と
し
て
、
『
地
盤
崩

壊
危
険
補
償
特
約
』
を
追
加

導
入
。

　

基
本
契
約
で
補
償
対
象
外

と
な
る
地
下
工
事
、
基
礎
工

事
、
掘
削
工
事
に
伴
う
地
盤

事
・
機
械
、
装
置
、
鋼
構
造

物
の
据
付
ま
た
は
組
立
工

事
・
道
路
工
事
・
鉄
道
工

事
・
上
下
水
道
工
事
な
ど

「
対
象
と
な
ら
な
い
工
事
」

　

ダ
ム
工
事
・
砂
防
工
事
・

海
岸
工
事
・
港
湾
工
事
・
沈
埋

ト
ン
ネ
ル
工
事
・
埋
立
工
事

「
加
入
方
法
」

　

本
特
約
は
『
年
間
契
約
方

式
』
と
『
短
期
契
約
方
式
』

の
二
パ
タ
ー
ン
か
ら
お
選
び

い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
．
商
品
の
概
要

（
１
）
掛
金

　

完
成
工
事
高
二
億
円
の
場

合
、
プ
ラ
ン
Ⅰ
（
自
己
負
担

額
十
万
円
プ
ラ
ン
）
は
、
年

額
約
三
十
二
万
円
で
ご
加
入

で
き
ま
す
。

（
２
）
掛
金
計
算
方
法

　

掛
金
算
出
基
礎
は
年
間
完

成
工
事
高
（
百
万
円
）
と
な

り
ま
す
。　

（
３
）
補
償
内
容
の
充
実

　

工
事
中
、
工
事
完
成
・
引

渡
し
後
の
補
償
額
を
引
き
上

げ
、
補
償
充
実
を
図
り
ま

す
。

　

①
補
償
額
：
身
体
賠
償

（
一
事
故
あ
た
り
）
五
億

円
、
財
物
賠
償
（
一
事
故
あ

た
り
）
一
億
円
。

　

②
工
事
完
成
・
引
渡
し
後

の
補
償
は
、
保
険
開
始
前
の

工
事
が
原
因
で
あ
っ
て
も
保

険
期
間
中
に
発
生
し
た
事
故

で
あ
れ
ば
補
償
い
た
し
ま
す

（
引
渡
し
後
の
補
償
期
間
は

無
制
限
で
す
。
）

（
４
）
自
己
負
担
額
を
選
択

可
能
に

　

自
己
負
担
額
を
二
タ
イ
プ

ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

　

身
体
賠
償
〇
万
円
・
財
物

賠
償
三
万
円
プ
ラ
ン
ま
た

は
、
身
体
賠
償
十
万
円
・
財

物
賠
償
十
万
円
プ
ラ
ン
を
お

選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

２
．
保
険
期
間　

二
〇
二
三

年
十
一
月
一
日
午
後
四
時
か

ら
二
〇
二
四
年
十
一
月
一
日

午
後
四
時
ま
で
の
一
年
間
。

中
途
加
入
の
場
合
は
、
加
入

月
の
翌
月
一
日
午
前
〇
時
か

ら
二
〇
二
四
年
十
一
月
一
日

午
後
四
時
ま
で
。

※
そ
の
他
、
詳
細
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
償
内
容
・
掛
金
や
制
度
に

関
す
る
お
問
合
せ
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
請
求
・
お
見
積
り
依

頼
・
商
品
内
容
の
説
明
会
実

施
等
の
お
問
い
合
わ
せ

　

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン（
株
）

営
業
開
発
部
第
三
課
（
〇
三

︱
三
三
四
九
︱
三
八
二
〇
）

平
日
九
時
～
十
七
時
（
株
）

ウ
ー
ベ
ル
保
険
事
務
所
（
幹

事
代
理
店
）（
〇
一
二
〇
︱

〇
二
六
︱
〇
〇
五
）
平
日
九

時
十
五
分
～
十
七
時

崩
壊
に
よ

る
賠
償
事

故
を
補
償

し
ま
す
。

「
対
象
と

な
る
主
な

工
事
」

　

ビ
ル
工

管
工
事
賠
償
補
償
制
度
に
つ
い
て

全管連 全管連

◎�

中
途
加
入
も
毎
月
１
日
補
償
開
始
に
て

　

随
時
募
集
！

第
19
回
「
ト
イ
レ
川
柳
」

入
賞
作
品
を
発
表

　
　
　
　

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
株
）

　

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
株
）（
清
田

徳
明
代
表
取
締
役 

社
長
執

行
役
員
）
は
ト
イ
レ
に
ま
つ

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
想
い
を

集
め
た
「
ト
イ
レ
川
柳
」
の

入
賞
作
品
を
発
表
し
た
。

　

最
優
秀
賞
（
ネ
オ
レ
ス
ト

賞
）
は
、
応
募
総
数
四
万
六

百
九
十
二
句
よ
り
選
ば
れ
た

「
ト
イ
レ
ま
で 

追
っ
て
き
た

子
が 

出
て
い
く
日
」。
今
年

で
十
九
回
目
を
迎
え
た
「
ト

イ
レ
川
柳
」
は
、
ウ
ォ
シ
ュ

レ
ッ
ト
の
二
千
万
台
突
破
を

記
念
し
て
始
ま
っ
た
。

　

な
お
、
入
賞
句
を
印
刷
し

た
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
型

川
柳
集
が
「
い
い
ト
イ
レ
の

日
」
で
あ
る
十
一
月
十
日
に

発
売
さ
れ
て
い
る
。

２
０
２
４
年
版
全
管
連
手
帳

　　　
申
込
好
評
受
付
中
！

　
「
二
〇
二
四
年
版　

全
管

連
手
帳
」
は
、
只
今
好
評
受

付
中
で
す
。

　

本
手
帳
は
作
業
着
の
ポ

ケ
ッ
ト
に
入
る
ハ
ン
デ
ィ
な

大
き
さ
で
、
現
場
に
役
立
つ

基
礎
資
料
が
満
載
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
新
し
い
年
を
新
し

い
手
帳
で
お
迎
え
下
さ
い
。

　

お
申
込
は
、地
元
組
合
か
、

郵
便
振
替
又
は
現
金
書
留
郵

便
に
て
冊
数
を
明
記
の
う

え
、
代
金
を
送
料
と
も
に
全

管
連
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

１
、
頒
布
価
格
（
税
込
）

　

一
部
八
〇
〇
円
、
百
部
以

上
一
部
に
つ
き
七
〇
〇
円
、

五
百
部
以
上
一
部
に
つ
き
六

五
〇
円
。

２
、
送
料　
（
税
込
）

　

一
部
～
二
部　

二
九
〇

円
、
三
部
～
四
部　

四
一
〇

円
、
五
部
～
十
部　

七
三
〇

円
、十
一
部
～
九
十
九
部（
申

込
部
数
×
一
〇
円
）
＋
七
五

〇
円
、百
部
以
上
送
料
無
料
。

３
、
名
入
れ
サ
ー
ビ
ス

　

五
十
部
以
上
は
、
社
名
等

の
印
刷
を
サ
ー
ビ
ス
い
た
し

ま
す
。
印
刷
は
社
名
・
電
話

番
号
の
み
で
、
住
所
は
印
刷

で
き
ま
せ
ん
。

４
、
設
備
工
事
技
術
関
係
資

料
　

管
材
料（
鋼
管
、銅
管
等
）、

給
水
（
衛
生
器
具
・
水
栓
の

流
量
等
）、
ポ
ン
プ
電
動
機
、

消
火
（
設
置
基
準
、
放
水
性

能
）、
給
湯
（
電
気
温
水
器

等
）、
排
水
（
屋
外
排
水
管

等
）、
屎
尿
浄
化
槽
等

５
、
大
き
さ

　

縦
14
・
５
cm
×
横
８
cm
×

厚
み
１
cm
。

新
し
い
年
を
新
し
い
手
帳
で
迎
え
ま
せ
ん
か

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
現
場
ス
テ
ッ
カ
ー

デ
ザ
イ
ン
の
公
募
に
つ
い
て

・
応
募
締
切
12
月
28
日
（
木
）

　
（
一
財
）
建
設
業
振
興
基

金
建
設
は
、
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
）
を
運
用
し
就
業
履
歴
の

蓄
積
を
行
っ
て
い
る
建
設
現

場
で
あ
る
こ
と
を
、
入
場
技

能
者
・
関
係
者
に
示
す
と
と

も
に
、
一
般
の
方
々
に
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
建
設
現
場
の
入
場
口
や

囲
い
等
へ
貼
付
す
る
ス
テ
ッ

カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.ccus.jp/
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１
、
応
募
部
門

　

以
下
の
三
部
門
で
公
募
し

ま
す
。（
各
部
門
で
の
選
定

数
は
五
作
品
で
す
）

・
一
般
部
門
（
中
学
生
以
上
）

賞
金　

五
万
円

・
高
校
生
部
門　

賞
金　

五

万
円

・
こ
ど
も
部
門
（
小
学
生
以

下
）
賞
金　

一
万
円

２
、
応
募
締
切

　

令
和
五
年
十
二
月
二
十
八

日
（
木
）。

３
、
応
募
方
法

　

応
募
作
品
は
デ
ジ
タ
ル
形

式
で
、in

fo
-c

c
u

s
@

kensetsu-kikin.or.jp

宛

に
①
メ
ー
ル
添
付
（
容
量
五

Ｍ
Ｂ
以
下
）
②
ウ
ェ
ブ
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

記
載
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。


